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研究成果の概要（和文）： 本研究では、グローバル化の進展や産業構造の変化に対して、大学教育が社会の要請に対
応していない問題を意識し、国際社会に向け、日本の大学はどのような人材をどのように育成していけばよいのか、学
士課程教育再編の一方策として、キャリア教育の質保証に、ライティング教育がいかに資するかを検討した。先進的取
り組みを行っているカナダ・豪州の大学を訪問調査し、その成果を国内外の学会で発表した。学生の書いた記録はキャ
リア教育のエビデンスとなるだけでなく、書く訓練は学生の思考を鍛えることができる。これら一連の成果をもとにテ
キストを開発出版した。

研究成果の概要（英文）： Japan has entered the universalization phase of higher education. The　decline 
of university students’ writing and thinking abilities has become a big　issue. In order to improve 
students’ abilities, faculty need to design the　curriculum for not only basic study skills but the 
disciplines related to　comprehensive sequential learning process throughout underguraduate 
coursewok.　For the purpose of enforcement relevance to the need from society in globalization today, 
quality assurance of university educational reform requires systematic development of writing education 
and teaching and learning skills. Visiting advanced campuses of the universities in Canada and Australia 
brought the stimulating and informative different perspectives and systems.Based on the survey findings, 
the textbook has been published from the University Press of Keio and revised. The title is Developing 
Critical Thinking to Write Papers”.
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の前段階として位置づけられる研

究、平成 21～23 年度 基盤研究(c)「ＦＤ活

動の一環としてのライティングセンターの

機能開発に関する研究」では、ライティング

教育を基点にした学習支援とＦＤ活動の展

開に焦点を当て、学士課程教育における「書

く力」の共通基盤を形成する諸要因を国内外

の調査によって明らかにしてきた。 

本研究では、焦点をキャリア教育に定め、

その質保証という観点から、ライティング教

育が持つ多面的側面を明らかにするため、国

際的連携を強化し、継続研究することを企図

した。 

 
２．研究の目的 
 

そこで、本研究では、キャリア教育を全学

的な教育活動として位置づけ、組織的・継続

的・計画的に実践していく手立てとして、ラ

イティング教育のあり方に着目した。変化の

激しい現代に生き抜いていくには、イベント

的なキャリアガイダンスや、卒業期の就職斡

旋活動だけでなく、学士課程カリキュラム全

般に渡り、キャリア教育を位置づけ、自己の

生き方や、職業生活における自己実現に必要

な基本的能力を育成することが必須となる。 

 

エントリーシートの書き方に代表される

ような、産業界の要請に応えていくための書

き方の訓練ではなく、学士課程教育の成果が

活かされるような、大学教育とキャリア教育

が統合された形での質保証をいかにして確

立するかを探求することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 

①キャリア教育に焦点を当て、ライティン

グ教育の課題について、大学教育学会などで

共通の関心を持つ研究者と交流する機会を

通して議論を重ねた。 

②ライティング教育と大学教育の質保証

を軸に、海外(カナダ、オーストラリア)の大

学における先進的事例について資料の収集

と分析を行った。とりわけ、教授学習法や大

学組織のあり方、および学習環境や仕組み、

様々な考え方を学び合う場としてラーニン

グコモンズの再構築、指導者育成のための

FD・SD も視野に入れ、分析した。 

③さらに、日常的な教育実践を通じて、授

業の場で応用的に研究を行った。 

④一連の研究成果をテキストとして開発し

た。 

 

４．研究成果 
 

(1)平成 24 年度（1年目）の成果 

①大学教育学会ラウンドテーブル 

グローバル化の進展や産業構造の変化など、

大学教育が社会の要請に対応できていない

問題を背景とし、学士課程教育再編の一方策

として、キャリア教育の質保証に、ライティ

ング教育がいかに資するかを明らかにする

ことを目的とした。これまでのキャリア教育

では、エントリーシートなど定型的スキル訓

練や、外部講師による授業、イベント的なキ

ャリアガイダンス、卒業期の就職斡旋活動が

中心であり、学士課程教育での成果が反映さ

れているとは言い難い。重要なことは、単に

大学で学んだ専門知識や、就職に関する情報

を集積していくことではなく、書くという行

為を通して、学んだ知識を、自分の生き方に

照らしてどう意味づけしようとしているの

か、知識を再構成し、深く問うていくこと、

自律的に考える力を身につけていくことに

ある。基礎、教養、専門教育と多層的に内装

されてこそ、多様な場面に対応可能な質の高

いライティングスキルズを学ぶことができ

ると考える。そこで、これまでのライティン

グ教育に関する一連の研究成果と実践を基

軸とし、就活力や職業技術訓練に特化したキ

ャリア教育の問題点を析出するため、多様な

事例をもとに、学士課程教育の本質に迫る議



論をおこなった。 

変化に対応する力｣とは自分の中でどう学

習したことを再構成・再構造化するか｣とい

う点が最も重要であること、異なる文脈での

｢転移｣が、ライティングにおけるより説得的

な文章構成力を作ること、その他の論点が指

摘された。 

② 海外調査 

カナダ、バンクーバーのサイモン・フレー

ザー大学およびブリティッシュ・コロンビア

大学を訪問した。 

 

(2)平成 25 年度(2 年目)の成果 

①大学教育学会大会ラウンドテーブル 

グローバルな人材育成のシステム構築は、

多くの国々で大学教育の重要なテーマの1つ

である。大学卒業後に求められる資質や技能

を学士課程においてどのように習得させる

かは、歴史・文化・社会構造の違いを超え、

どの国でも今後の大学教育の質保証のため

の喫緊の課題となる。とりわけ、大学卒業後

の職業生活や生涯生活設計に結実する教育

学習の成果を問われる側面では、キャリア教

育が注目を集める。  

教育の質と学修成果の保証に関して、国際

的な比較と協力・連携の枠組みを視野に入れ

つつ、理念、政策、組織開発、カリキュラム、

教授法の各レベルで検討する必要がある。キ

ャリア教育、ライティング教育はどちらも学

内でのセンター開設や運営など組織・制度開

発と密接に関連し、具体的教育実践では教

授・学習の過程と方法が課題となる。思考を

鍛えるライティング教育とその具体的指導

法は、その際の重要かつ具体的な方策の 1つ

となるため、専門分野や学士課程のみならず

大学院レベルでも広く関心を集め、大学教育

改革の基軸を構成している。そこで、キャリ

ア教育のあり方を教育の質の保証という観

点から、学士課程教育における位置づけを問

いつつ、具体的展開の方策として「ライティ

ング教育」に着目し、海外の事例も含め、広

く検討した。 

米国カリフォルニア州の 3つの大学（カリ

フォルニア大学ロサンゼルス校・南カリフォ

ルニア大学・カリフォルニア州立大学ロサン

ゼルス校）の事例の報告に加えて、24年 9月

に実施したサイモン・フレーザー大学、ブリ

ティッシュ・コロンビア大学での調査結果が

報告された。 

サイモン・フレーザー大学では、3 学期制

を活用した、きめの細かいインターンシップ

指導が見られた。学生は、１つの学期全体を

通して、大学と綿密に連携がとられた研修先

企業で、インターンシップを体験する。3 年

生の夏休み期間だけ、それも 1週間程度のイ

ンターンシップを経験している日本とはま

ったく違うキャリア教育が見られた。 

また、広義のキャリア教育の要素を埋め込

んだライティング指導のあり方とカリキュ

ラム開発についての報告があった。 

ライティング指導について議論するため

の話題提供として、キャリアについて考えさ

せる課題を取り入れたライティングのテキ

スト開発の経緯と、授業での活用法を紹介す

ることを目的として、特に、1年次から 4年

次、卒業後までを俯瞰させる授業設計、考え

抜く経験をさせるライティングの課題内容

やカリキュラムの開発、ライティングセンタ

ーの組織での位置づけについて検討がおこ

なわれた。 

現状では、キャリア教育という語の多義性

が、この問題への焦点化の妨げとなっている

ことが指摘された。教育の質保証が制度的な

マクロな観点での枠組みに議論が傾斜し、ミ

クロな観点からの授業や学習の質という視

点を看過する傾向が浮き彫りにされた。社会

経済状況の時代的差異や社会文化的・構造的

多様性から、同じキャリア教育という言葉を

用いても、その意味する内実において国別の

文脈が意味を形成しているため、一律の比較



が困難であることも明らかとされた。 

一方で、学士課程教育の質保証というテー

マは、国際的な比較や拡大すると予想される

国際間の教育の相互交流を視野に入れた、よ

り広い枠組み構築を政策目標としている点

を内包している。またそれと同時に、大学教

育の日々の教育実践の現場における、ミクロ

な観点での授業の質や学習成果の質を保証

するための具体的方策をどう考えるのか、と

いう観点をも内包している。この両者を統合

的に考察する起点の一つとして、「キャリア

教育」及びそこにおける「汎用技能としての

ライティングスキルズ」をどう習得させるか

という教育実践の具体的あり方についても、

議論が行われた。 

② 海外調査 

平成 25 年 3 月オーストラリア、メルボル

ンのロイヤル・メルボルン工科大学、メルボ

ルン大学、モナッシュ大学、ビクトリア大学、 

シドニーのシドニー大学を訪問調査した。 

 

(3)平成 26 年度(3 年目)の成果 

①大学教育学会のラウンドテーブルでは、

過去6年間の科研「FD活動の一環してのライ

ティングセンターの機能開発に関する研究」

「ライティングスキルズ育成を軸としたキ

ャリア教育の質保証に関する国際連携研究」

の成果を発表し、議論を重ねてきた。その主

たる目標は、教養教育も含めた学士課程教育

の充実にある。 

そこで、これまでの総括と位置づけ、大学

でのライティングに必須の批判的思考に着

目し、入学前教育も含め、学士課程カリキュ

ラムと連動したライティング教育のあり方

について検討した。事例として、書く力と批

判的思考の育成、平易な言葉で科学を語る力、

読書レポートで培う書く力、専門ゼミでの書

く力の報告があった。指定討論では、学生の

言語能力の現状を踏まえ、批判的思考をどう

捉え、教養教育に位置づけていくかという俯

瞰的な視点が示され、さらに参加者からも多

くの示唆に富む発言を得た。 

②海外調査 

平成 26 年 9 月ラーニングコモンズを主に

ブリティッシュ・コロンビア大学およびサイ

モン・フレーザー大学を訪問した。平成 27

年 2月にもカナダ、バンクーバーのブリティ

ッシュ・コロンビア大学のラーニングコモン

ズ及びキャリアセンターを訪問した。 

 

 今後は、学生の考える力を多面的に捉え、

キャリア教育とも絡めて内容を深め、教養教

育改革の抽象論ではなく、ライティング教育

実践に着目した現実的かつ具体的な提案を

していきたい。 
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